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平成２６年度　事務事業評価シート

事務事業名 区民館管理運営 所
管

区民部

年度

年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画

昭和

区民課

長期総合
計画体系

 [基本目標]

[事業開始]

計画事業名
事業の開始・終了年度

条例・規則

なし

39.0

20,617

２５年度

41.6

4,646

　

区民館を設置することにより、地域住民のサークル活動をはじめ、文化及び福祉の向上、並びに健康増進に資する活動を
おこなう場を提供すること。

(件)団体利用可能件数

集会室等総面積

(％)

4,646

19,527

50,923

事業目的

根拠法令等

事業対象

委託内容

事業内容

委託の有無

補助金の有無

活動指標

東京都台東区立区民館条例・同施行規則

管理業務等　

[終了予定]

一部委託

事業NO.

 [小　　柱]

〔法令等名〕

地域住民の文化及び福祉の向上に寄与するため、各地域に計１３館の区民館を設置し、低料金での集会室等の貸し出し
や、トレーニング室の運営をおこない、活動の場を提供する。

(件)

 [施　　策]

団体：区内在住または在勤者で構成する１０人以上の団体　　個人：区内在住または在勤者(１６歳以上、登録が必要)

(㎡)

２４年度２３年度
目標値

（２７年度）

55,014

5,053

23,106

51,136

4,646

20,665

49,706

なし

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

区民館の運営については、区民事務所・同分室・地区センターの運営に従事する職員が兼務しているため、
効率的である。職員が不在の土日及び夜間は、民間業者に委託する現在の運営方法が合理的である。効率性

3

手段の適切性

前年度から
改善した事項

　一般財源（区負担額） 177,240 175,782 170,686

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

町会活動やサークル活動等、地域住民の活動拠点として欠かせない施設となっている。

維持

評
価
結
果

目標は達成されているが、今後も引き続き利用件数の向上に努める必要がある。

3 地区ごとに利用率にばらつきはあるが、全体として年々利用率も増加傾向にあり、文化及び福祉の向上、並
びに健康増進を図る手段として適切である。

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

地域活動の拠点として、町会活動やサークル活動等に長年活用されている施設であり、今後
も維持していく。

老朽化が課題であった雷門区民館の改修が完了した。

目的達成度 4

必要性

12,508

207,270 202,384

10,816

231,125 225,316

　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

財源項目

(単位：千円)

32,522

22,475 22,108

32,868

219,129 212,960

事
務
事
業
の
実
績

種　別 (単位)

成果指標

事務事業コスト

(単位：千円)

団体利用件数

利用率

指標の名称

13,039

10,424

233,106

　決算額　　(単位：千円) 218,704

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

15,864

205,674

11,568

31,027

24,839

40.542.0


